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○学校教育目標  
一人一人がよさや可能性を発揮し自立する子どもの育成  
 
○めざす子ども像 
・いのちを大切にできる子  
・知識や知恵をすすんで身に付ける子  
・笑顔で活動できる子  
・誰にでも優しく、進んで挨拶のできる子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   い ち え だ 
学校だより 1月号 

あけましておめでとうございます。本年も教職員一同、保護者の皆様・地域の皆様と力を合わせ、子
どもたちの健やかな成長のために力を尽くしてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
今年は辰年。一説によると「物事が成長・発展し、形を成す」年だといわれています。また、登り竜

や登竜門という言葉に象徴されるように、「運気上昇、富と幸福をもたらす」とされており、中国では
干支の中で最も縁起がよいとされているようです。  
３学期のスタートにあたり、まずは子どもたちに新年の抱負（めあて）をしっかりもたせ、  気持ち

よく、そして、やる気に満ちた学校生活を送ることができるようにしたいと考えています。今年 1 年、
これまでの努力が花開き、大きく飛躍することができるように支援してまいりたいと思います。  

１月の主な行事予定   
９日(火)始業式 

１０日(水)給食開始 
１１日(木)読み聞かせ(３・４年) 
     委員会活動 
１２日(金)避難訓練(地震・津波) 
１８日(木)読み聞かせ(２・５年) 
     昔遊び（１年） 

クラブ活動 
１９日(金)英語村体験学習（３・４年） 
          薬物乱用防止教室(５・６年) 
２２日(月)給食週間（～２６日） 
     英語村体験学習（５・６年） 
２５日(木)読み聞かせ(１・６年) 
     クラブ活動 
２６日(金)持久走記録会 
３０日(火)学校訪問コンサート(５・６年) 

 

２月の主な行事予定   
１日(木)読み聞かせ（３・４年） 
    委員会活動 
２日(金)中学校入学説明会(６年) 
６日(火)入学説明会 
７日(水)アスリート派遣事業（５年） 
     元全日本バレーボール代表 

 佐藤あり紗さん来校 
８日(木)読み聞かせ(２・５年) 

代表委員会 
１５日(木)読み聞かせ（１・６）年 
     クラブ活動（３年生見学） 
１６日(金)学習参観（５校時） 
     学級懇談会 
２２日(木)読み聞かせ（３・４年） 
     クラブ活動 
２９日(木)卒業前読み聞かせ(６年) 
     委員会・クラブ活動反省 

「1 年のまとめ」に向けて 
９日の始業式では、「1 年の計は元旦にあ

り」のことわざを引用し、まずは３学期の目
標をしっかりと定め、その目標に向かって
努力を続けてほしいと  
いうこと、それを４月  

からの新しい学年の目標に繋げていっ  
てほしいということを話しました。  

ありがとう！大谷翔平選手  

 報道等でご存じの方も多いと思いますが、一枝小学校に

もメジャーリーガーの大谷翔平選手からプレゼントされた

グローブが届きました。送られたグローブは３個（右きき用

２個、左きき用１個）で、中には「野球しようぜ」と書かれ

たメッセージカードが添えられていました。大谷選手は「私

はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけ

るためのシンボルとなることを望んでいます。」と語ってい

ます。子どもたちには、大谷選手が全国の小学校に送ってく

ださった気持ちをしっかりと受け取め、毎日の学校生活を

夢に向かって頑張ってもらいたいたいものです。いただい

たグローブはしばらくの間、子どもたちが自由にさわれる

ようにし、その後有効活用していきます。  

 

避難訓練を実施しました  

本日、地震・津波を想定した避難訓練を実施しました。地震発生の合図とともに机の
下に隠れ、その後、津波発生を想定し全員４階まで避難しました。  
折しも、元日に能登半島で発生した地震・津波により、多くの  

方々が被害に遭われています。子どもたちには災害はいつ起こる  
かわからないからこそ、訓練を通して子ども自身が自分の命を守  

ることを考えることができるようにしてほしいと思っています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


